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一般に、搬送波周波数が高速化するにつれ伝送路変動が厳しくなり特性が大きく劣化する。ちなみに、今
後
商用導入が予定される次世代携帯電話IMT-advancedは現在のFOMAの周波数に比較して、かなり高い搬送
波
周波数を利用することになると予想されている。このような条件で著しい改善効果がある本研究成果は
IMT-
Aｄvancedへの応用が期待される。また、ディジタルTV放送は基本的に各家庭に固定されたTV受信機を想
定して

タイトル

移動通信でも通信速度の高速化が熱心に検討されている。無線通信で
使用できる周波数帯域はシステム毎に決められており、そのシステムの
通信速度を向上させるには多値変調を適用する必要がある。一方、無線
通信システムにはどのような場所に居る人からも通信サービスが要求
される。従って、例えば新幹線等の高速移動物体に乗車する人にも通信
サービスを提供する必要がある。一般的に、移動速度が高速になるにつ
れ通信品質が劣化し、多値変調の適用が困難になる。そこで、本研究室
では高速移動物体に乗車する人への多値変調を利用した高速通信方式
を研究している。右図はQPSK変調方式を適用した際の特性例である。
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